2012年度日本ITFテコンドー協会理事会議事録

2012年5月6日

参加者：　金理事長　忠岡会長　藤原副会長　速水　清水　高山　富田　豊永　芝上　李　佐々木　山本

①各道場の報告
②人事

　小山指導員　副師範昇格　満場一致

　理由：管理道場有　道場が東京で一番勢いがある。

　藤原副会長　副師範昇格　満場一致

　理由：管理道場はこれから柏を管理。加えて警視庁にて演舞経験有。今後の警視庁への繋がりとしても格付けが必要。

③会計報告
　特に内容に問題無し。
　大会実行委員長の報酬

金理事長…様子見ましょう。

岸…10％

清水…最初から協会予算の固定費として考える。

富田…清水師範に賛同
高山…清水師範に賛同。非営利団体として利益追求しすぎないように。

芝上…通年の様子を見て赤字にならないように。

速水…マイナスが大きくならない範囲で。
藤原副会長…実行委員長のみ決めたほうが良い。

忠岡会長…実際に大会を運営する豊永、岸両名の意思を尊重する。
佐々木…審判も効率よく働けば実行委員は少なくて済むはず。
豊永…上限を決めて、赤になった分は実行委員長の利益を削る。
結論：実行委員の方で決めていく。

　　　実行委員長…30000円（上限、決定）

　　　実行委員　…5000円、3000円（目安）

④IICの日本開催について
まずは場所の選定

豊永…新木場

成田からそこまで遠くない。
資料有。
○人数試算

関東／30名

中部／40名

関西／5名
合計75名

岸と豊永にてお金と計画を練る。
⑤その他

5-1 清水　豊永

少年部組み手のルールについて

　　顔面パンチ有、無

　　結論：地域別で特色とみて現状維持。少年部では各主催者が決める。
5-2　金理事長　豊永
　　来年の世界選手権から階級が変更になった。
～57　マイクロ

57～63　ライト

63～70　ミドル

70～78　ライトヘビー
78～85　ヘビー

85～ハイパー

～50　マイクロ

50～56　ライト
56～62　ミドル
62～68　ライトヘビー
68～75　ヘビー

～75　ハイパー

　審判員規定を作る。→ITFルールといいつつどの協会にも明確なルールの明文化がされていない。

5-3　岸
　　香港でのAAとの関係の議事録について

　　今、刺激しないほうがよい。

　　議事録のみ作成。提出はしない。

5-4　豊永
　　世界選手権の選考会を全日本のﾎﾟｲﾝﾄ制とする。
　　2回の合計点で決める。

　　
　　選手選考委員を新規で

　　忠岡会長

　　藤原副会長

　　金師範

　　速水師範

　　芝上副師範

